
22．青森競輪事業の収益状況

◆青森競輪事業の収益率は、平成16年度までは低下の一途を辿り、平成16年度の単年度収益は、バンク
の全面改修がありマイナスとなった。平成17年度以降はプラスとなっている。

◆平成19年度から25年度までの7年間については、業務運営全般を収益保証型包括委託という形で委託
をし、一定額以上の収益を確保している。

銅欄釦紺欄離閥風銅W釣閥署離閥
「開催収支」日・車券売上の75％が払戻金に充てられ、残り25％のうちから交・納付金及び選手賞金等の開催経費を差し引いたもの。　23
「事業収益」日・「開催収支」＋「開催外収支（場外開催に係る車券の受託発売等による収入や施設整備費等）」



23．一般会計への繰入金の状況

◆昭和25年開設以来、一般会計への繰入金の総額は、約676億円。　（単位＝千。）
車券売 上高

【本場開催】

事業収益 一般会計へ の

繰入金
基金残高

繰越金

「歪喜霊望讐1金 額 収 益 率

昭和 2 5 年 度 か ら平 成 2 年 度 4 7′90 7，3 0 0 ［亘亘重訂　 2′0 9 6，8 60

平 成 3 年 度 2 9′2 7 2′12 2 2．10 5′9 8 1 7 ．19 ％ 2′95 0′0 0 0 1．2 52′84 1

平 成 4 年 度 2 5′6 4 8．4 9 1 2．3 6 7，4 8 8 9 ．2 3％ 2′98 0′0 0 0 朗旧′3 29

平 成 5 年 度　　　 ※ 50，8 2 0．3 2 9 3．15 8′6 4 4 6 ．2 2％ 2′98 0′0 0 0 8 18′9 73

平 成 6 年 度 2 2．8 12．12 8 1′3 3 8′144 5．8 7％ 1，50 0′0 0 0 6 57，117

平 成 7 年 度　　　 ※ 4 5．2 9 0．8 7 1 2．5 8 0．3 24 5．7 0％ 2．50 0′0 0 0 7 3 7，4 狙

平 成 8 年 度 2 3′4 18′0 54 1′3 0 1．4 8 8 5．5 6％ 1．50 0，0 0 0 53 8′9 29

平 成 9 年 度 24．19 4．8 0 8 1′2 2 2′3 59 5．0 5％ 1，20 0′0 0 0 5 6 1′2 88

平 成 1 0 年 度　　 ※ 4 7′10 2′2 0 9 1′3 7 8′2 9 2 2．9 3％ 1，80 0′0 0 0 1 39．5 8 0

平 成 1 1年 度 2 1．6 9 3，5 3 5 50 4′18 3 2．3 2％ 5 5 0′0 0 0 9 3．7 6 3

平 成 1 2 年 度 2 0′3 6 7．3 9 9 13 2，9 2 6 0．6 5％ 16 0′0 0 0 66．6 89

平 成 1 3 年 度　　　 ※ 3 5，2 6 7．2 4 5 7 9 7，0 4 1 2．2 6％ 8 0 0′0 0 0 63，7 3 0

平 成 1 4 年 度 1 7．8 16．0 5 2 55，5 54 0．3 1％ 10 0′0 0 0 19．2 84

平 成 1 5 年度 2 1．2 78，2 4 5 3 4 8．2 8 7 1．6 4％ 10 0′0 0 0 2 67．5 7 1

平 成 1 6 年 度 14．7 19′0 18 －12 8′64 4 －0．8 7％ 7 0′0 0 0 68．9 2 7

平 成 1 7 年度　　　 ※ 2 0．中的′52 9 1 06．4 9 3 0．52％ 8 0′0 0 0 26．4 9 3

平 成 1 8 年 度 13′5 39′4 6 1 3 0 5．16 4 2．2 5％ 0 3 3 1′6 5 7

平 成 1 9 年 度 13′6 3 5′6 5 1 2 19′3 19 1．6 1％ 1 8′3 10 5 32，6 6 6

平 成 2 0 年 度 13′9 8 5′3 6 3 3 54．0 18 2．53％ 10 0′0 0 0 20 0′0 0 0 5 86．6 84

平 成 2 1 年 度　　　 ※ 16，3 9 1，8 4 7 1 1′52 7 0．0 7％ 10 0．0 0 0 30 1′0 2 8 3 97．7 0 6

平 成 2 2 年 度 1 1′4 1 0′4 4 5 2 38′8 3 7 2．0 9％ 10 0′0 0 0 4 0 1．4 3 0 4 36．14 1

平 成 2 3 年 度 1 1，2 2 7．4 5 4 54′6 8 7 0．4 9％ 10 0．0 0 0 4 0 2．14 0 3 90′1 18

合 計 一 67′5 9 5．6 10

※は、特別競輪開催年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24



24．青森市における競輪事業収益の主な活用実績例

◆競輪の収益は、地域社会のさまざまなところで、役立っています。

人材育成に（青森公立大学交流会館） 健康づくりに（元気プラザ）

レジヤ血に（モヤヒルズ）

その他、「道路の整備」や「市民センター建設」などにも活用。
25



壷絵におl25．青

青森競輪の従業員数は、

●　市内の「百貨店、総合スーパー」、1店舗あたりの従業者数（328人）
の約93％。

●　市内の製造業の1事業所あたりの従業者数（31人）の、約10倍。

○参考データ

事 業所数 （店舗） 従業者数 1 事業所あた り 統計 名

市 内の百貨店 、総合スーパー 4 店舗 1 ，3 1 3 人 3 2 8 人 H 1 9 商 業統計

市 内の製造業 2 0 5 事業所 6 ，3 8 7 人 3 1 人 H 2 2 工業統計

※「百貨店、総合スーパー」とは、衣・食・住にわたる各種商品を小売し、そのいずれも小売販売額の10％以上70％未満の範囲内
にある事業所で、従業者が50人以上の事業所をいう。「製造業」とは、従業員4人以上の事業所をいう。

26



26．青森市競輪事業に係る包括委託契約のイメージ（平成19年度－25年度）

本場開催時の
車券売上げ等

（約118．0億円）

（数字は平成23年度）

収益 包括業務

競輪実施のため
に必要な経費

（約109．0億円）

等

［内訳］・払戻金
■選手賞金
・競技会委託料
・全国競輪施行者協議会分担金
・場外発売経費
・JKA交付金
・公営競技納付金
・藤崎町納付金

青森市収益

約84．0億円
約5．8億円
約1．8億円
約1．2億円

約12．0億円
約3．2億円
約0．4億円
0．27億円

青森地域広域事務組合負担金　　　　0．05億円
その他経費　　　　　　　　　　　約0．28億円

※車券売上額が180億円（本場開催＋場外開催）を超えると一定額増額
【参考】平成23年度の売上額は約178億円（本場開催＋場外開催）

27



27．青森競輪事業のあり方に関する報告書（平成23年11月）の概要

榊傭
青森競輪を含め全国的に、車券の売り上げは引き続き減少が続いている。次期包括委託

契約の条件によっては、平成26年度以降に一般会計に繰入れが行えないことも考えられ、

財政目的を果たせない公営競技事業となる可能性があり、競輪事業の存続、廃止を検討す
る必要がある。しかしながら、財政目的を果たせない公営競技事業であっても雇用や地域
経済への影響及びまちづくりの観点も併せて検討する必要がある。

【各論】
●本場は市街地から離れており、また公共交通機関の利用ができないことにより生じるコス

トの解消策の検討。（無料フアンバスを運行し、冬季は施設内の除雪を行っていることから
高コストとなっている。）

●安方前売SCが利用者数の多い施設にも関わらず利用者がくつろいだり、レース映像を

見ながら車券購入したり、当日の払戻しができないため、十分に満足できるような施設と
なっていない。

●安方前売SCが中心市街地に立地しているのにも関わらずまちづくりに活かされていない。

●本場、安方前売SC、藤崎場外車券売場の施設を競輪イベントの開催ばかりでなく、体

育・社会福祉などの公益の増進に利用するといった活性化策が必要である。

●一部関係者を除き、競輪の運営状況が市民に十分に知られていない。

●平成19年度から実施した民間包括委託の導入により、業務実施面では一定のコスト削減
効果があったことを踏まえ、平成26年度からどのように対応するか。

今度の磨銑才（凄紛

次の理由から競輪事蓋については“当面存錘”とするn

●機械的に行った収支見通しにおいては最も悲観的な試算でも平成45年度に特別会計の
資金が枯渇し、一般会計の負担が発生するという試算であることから現時点では廃止と結
論付けるのはl昏期尚早である∩

●青森市において競輪事業を実施することにより青森市内だけでなく藤崎町を中心とする
津軽地方に広く雇用や地域経済効果をもたらしていることを考慮すれば、これらの効果を裾
負担なuこ実現をしていることは青森競輪の存在意義の一つである。

今炭．存軌て1庁く上で拡〉及雅むべき募好

●競輪事業の収益やその使途などの広報周知

●払戻金や交・納付金の法定経費など市独自の裁量

が効かない経費以外の経費の見直し

●引き続き、民間のノウハウを活用し、より良い「効率
的な運営」と「更なる活性化（市民に親しまれる青森競
輪）」の取り組み

●安方前売SCの場外車券売場化の検討

ただし、次の点について十分に留意すること。

・今後、具体的な検討の中で投資規模等が明らかに

なった段階で再試算を行い、その上で長期的なメリット
があると判断された場合のみ場外車券売場化を稟旅す
ること。

・場外車券売場の場所は、メリットの一つに上げられて

いるフアンバスの廃止を考えれば、公共交通が便利な
場所に検討を行うこと∩

・中心市街地地区で場外車券売場化を行う場合は中心
市街地活性化にどのように資するかも検討を行うこと。

●青森競輪施設の公益の増進（体育・社会福祉など）に
資する有効活用

●新たな外部委昌による検討会の設置

今後も競輪事業の先行きに不透明な部分があるが、
競輪事業の実施により地域経済、雇用などの寄与もあ
る。
したがって、青森競輪を取り巻く環境が大きく変化した

際には、新たに外部委昌による検討会を設置すること
が望ましい∩

28



28．今後の青森競輪のあり方について（平成24年2月28日　庁議決定）

「青森競輪事業のあり方に関する報告書」を踏まえ、今後の青森競輪の運営方針を下記のとおりとする。

ぎ　 ‾‾淫 だ

2．／疲詔ノ嘉森磨拙 家貞会の茄許についr

青森競輪の経営の重要事項について継続的に外部有識者等の意見を取り入れるため（仮称）青森競輪経営企
画委員会（以下「経営企画委員会」という。）を設置することとする。
経営企画委員会の役割は、青森競輪の経営上の重要事項について諮問に応じ市長に意見を述べることとする。

青森競輪の長期的に見た経営コスト削減やファンサービスの向上等の観点から、安方前売サービスセンターの
廃止を前提とする新場外車券売場設置の具体的な検討を行うこととする。その際は税負担がない計画になることを
前提とし、その前提を満たさない場合は新場外車券売場の設置は行わないこととする。
また、新場外車券売場の立地についてはコスト削減メリットを十分に発揮するために市内の公共交通の便が良い

地域を選定することを基本とし、同時に青森市の街づくりの視点も考慮しつつ検討を進めることとする。
なお、新場外車券売場の設置に当たっては、経営上の重要

るとともに、市民、議会とも十分に意見交換を行うこととする。

4 その 勉

青森競輪の各施設 について、より市民に身近な施設となるよう更に努めることとする。

29



29．青森競輪経営企画委員会の概要

【目的】

青森競輪の運営方針に基づき、経営上の重要事項について継続的に外部有識者等の意

見を取り入れるため、青森競輪経営企画委員会を設置する。

・市長の諮問（競輪場の存廃をはじめ競輪事業を経営する視点で重要と判断する内容）に

応じ、青森競輪の纏宮に関し基本方針等について答申する。

・その他青森競輪の経営に関する重要事項及びその活性化について市長に意見を述べる。

（多妻貞会威成メン′仁一についr

学識経読者 経済団体・公共同体
その他市長が必要と　認める者

1 名 2 名 3 名

2年間（最初の委員の任期は、委嘱の日から平成26年3月31日まで）

30



30．青森競輪場におけるミッドナイト競輪の実施について

【目的】

施設の有効利用の一環として、〝本場施設ならではの立地特性（住宅街から離れて
いる）の利点〟を最大限に活かし、全国で2カ所の競輪場でしか開催されていない「ミ
ッドナイト競輪」を開催しミッドナイトフアンの確立を図ることで、新規顧客を獲得し競輪
事業の持続可能性を高め、「健全な娯楽としての青森競輪」の認知度を一層高める
ことを目的に実施する。なお、ドーム型以外の競輪場では日本初。
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31．市民に身近な競輪場づくり

三 ノヨ ≡昌だ 諾ヱ・卓 の フ ァ ン サ ー ビ ス

実 施 内容 写 真 備　 考

・車 券 購 入 者 に選 手宿 舎 内 の
・施設の有効利用 として、選手宿舎 内の温泉を開放 しているのは 日本

てご声と

初 （競輪場施設 に温泉を引いているのは　 他 に別府温泉競輪場があ
競 輪 場 温 泉を開 放

　　 」二二コ■
■■儲

る）

・キッズ ポイントカー ド

■来場ことにシールを1枚進呈。
1番から順番に貼ってください。

シール7枚で、すてきな

・小学 生以 下のお子様 が来場 した際、シールを一枚進 呈。

…シール ロ　 ヵードに貼って7枚貯まると

プレゼントかもらえます．　 ・ □□□口 ． プレゼントがもらえる0

（平成24年10月末まで有刺 口□ ［コ ■

2 ． 市 庁 の 虜 夢と L m 棚

実 施 内容 写 真 備　 考

・平 成 2 3 年度 の優 秀 制 作 者

賞 ・観 光 コンベンション協 会 会
・作 ：竹浪比 呂央 O R ねぶた実行プロジェクト）

耳．
i 畠慧≡≡i ‾■■こ′‾】7、°ツ‾二王ミ‾

長 賞を受 賞 したね ぶ た 「圭 駄

天 」を移 設 ・展 示
平成 24年 8月 中旬に展示

・ハ ーブの 丘 の 開 放

聖二仝蔓 意三

・Lt ・ハーブの色や香 りを楽しんでいただくため、大型すべり台がある「子
鎚三言 一
：琶鞘ウ芋－y　　　　　　　 ノヰ， 供のひろば」から万里の長城 を抜け、おもしろ自転車 に向かフ途 中の

スペースに数種類のハーブを植 える。
　　 ∴＿こ■－．8円H■＿

・＿二親 ．一一一一二麒 ■‾‾声エー

・ピクニックコー トの開設

「‾【千丁丁．‾‾‾

・競輪場 内でバーベキューが楽 しめるように、ベンチやコンロを無料で

貸 し出しするのは 日本初

33



32．青森競輪開催日程（平成24年度下半期）
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3

1 2 3 4
【 5 6 l 7 8 1 9 l lO

1 1 ：12 13 14 15 1 6
！1 7

18　 1 9　 2 0 ；2 1
2 2 2 3 l 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 巨 0

月　　 玉 野記 念 トH l伝 離　　　 し＼わ き平記 念 E 野 S 級 亘S 級 日本遥選 判 一指（G I

！止l＝ ll

川 岐 阜 S 級 、 ■■ 岸 和 田 S

、倉ナイター ■■ 取 手 S 凛京王闘ナイタ 米‾ 京王閤ナイター 、田原 S 級 ＝崎 S 級 松 戸ナイター

※ 1 1岐阜 S 敦　 ※ 2　 小倉 ナイター　 青 森 本 場 では発 売 を行 いませ んの でご了承 下 さい （藤 崎 場 外 ・安方 前 売 SC ・S 六 戸の み 発 売 ）
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